
 

 

 

 

 

「聴く」こと 

校長 

 

  今年も 11 月６日（木）に、白井中学校で「招待弁論大会」が開催されます。この「招待弁論大会」は、白

井中学校第６代校長中村哲二先生が、「市内中学校の同世代の生徒の弁論を聞き、さまざまなものの考

え方、考え方に触れ、自分のものの見方や考え方を深めさせたい」という思いから、昭和３９年に第一回目

を実施したものです。これ以後、白井中学校区青少年育成委員会の協力を得て、６０年以上も続く中学校

と地域の伝統行事となりました。市内全中学校から弁士を募集し、各校で予選を通過した者が白井中に

集うのが、この「招待弁論大会」です。私も、大会参加のために、生徒たちと一緒に、弁論の練習をしたこ

とが何度かありました。コロナ禍では、オンライン配信となった大会でしたが、中学生が普段考えていること

や感じていることを、自分の言葉で直接聴衆に語りかける場は、白井中の生徒たちにとって、またとない学

びの場となっています。「弁論」という言葉を、小学生が使っている国語辞典で調べてみました。「多くの人

の前で、自分の考えを述べること」とありました。「発表」という言葉も調べてみました。「人々に広く知らせる

こと」とありました。二つの言葉を比較すると、「自分の考えを述べる」という主体的な行動が「弁論」という言

葉には含まれていることがわかります。「読む」「書く」「話す」「きく」という学習には、相手が必要です。相手

の存在を意識することで、自分の考えがはっきりしたり、自分の考えをわかりやすく表現したりすることがで

きます。弁論大会は弁士と聴衆で成り立つものです。画面に向かって語りかけることの物足りなさを、コロ

ナ禍で何度も経験した私たち。この機会に、日常生活で当たり前のように行われている「聴く」ことに

ついて考えたいと思います。 

             「聴」の漢字一文字には、四つの「聴き方」が隠れているといわれます。 

             一つ目は、「耳」で「聴く」、です。 

             二つ目は、「心」で、三つ目は、「目」で「聴く」です。では、四つ目は？ 

             四つ目は「素直」に「聴く」です。まっすぐな心で、まっすぐなまなざしで話を「聴く」

とき、話を「聴く」ことは、とても楽しいことだと感じることができます。それが「素直」に「聴く」ことにつなが

ります。「聞く」と「聴く」はどちらも「きく」と読みますが、意味と使い方が異なります。「聞く」は、音や声が自

然と耳に入ってくる状態、受け身的な行為を表します。「聴く」は、意識して注意深く耳を傾け、内容を理解

しようとする積極的な行為を表します。英語だと「聞く」は「hear」（聞こえる）、「聴く」は「listen」（聴く）にあ

たるそうです。 

 ６日の招待弁論大会は、残念ながら６年生の陸上大会と重なってしまいました。他学年は、下校時間の関

係もあるので、中学校からのオンライン配信を視聴することになります。画面越しではありますが、市内中学

校から集まった弁士を、まっすぐに見つめ、耳を澄まして、「どんなことを伝えたいのかな」と素直に「聴く」

大切な機会としましょう。相手の話をよく「聴き」、よく理解するということは、相手に共感することであり、相手

を尊重することにつながります。「聴く」ことを大切にすることは、お互いの関係づくりに必ずプラスとなると

信じています。 
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日 曜日 行事 

3 月 文化の日 

4 火 4～6年委員会活動 

5 水 フッ化物洗口 

6 木 6年陸上大会（青葉の森） 

7 金 就学児健診 

12 水 

フッ化物洗口 

青空ボランティア 

（6年陸上大会予備日・白井小会場） 

13 木 
4～6年ハイホー読み聞かせ 

（青空ボランティア予備日） 

17 月 
5年移動教室

学校徴収金再振替日 

18 火 5年移動教室

19 水 5年移動教室

20 木 
1～3年ハイホー読み聞かせ 

フッ化物洗口 

23 日 勤労感謝の日 

24 月 振替休日 

25 火 

3年校外学習（農政センターAM） 

4～6年クラブ活動 

学校徴収金口座振替日 

26 水 フッ化物洗口 

27 木 5,6年薬物乱用防止教室 

日 曜日 行事 

2 火 4～6年委員会活動 

3 水 
フッ化物洗口 

1年クリスマス会  

4 木 
4～6年ハイホー読み聞かせ 

5,6年球技練習開始 

9 火 4～6年クラブ活動 

10 水 
フッ化物洗口 

個人面談（希望制） 

11 木 

1～3年ハイホー読み聞かせ 

3,4年歯科保健指導 

個人面談（希望制） 

12 金 個人面談（希望制） 

15 月 学校徴収金再振替日 

16 火 PTAわくわくお楽しみ会 

17 水 

フッ化物洗口 

3～6年トップスポーツ 

（千葉スカイセーラーズ） 

18 木 はすのみ げんきキャンプ 

19 金 はすのみ げんきキャンプ 

22 月 
給食終了 

大掃除 

23 火 冬休み前集会 

24 水 
冬季休業（～1/5） 

学校閉庁日  

25 木 学校閉庁日 

26 金 学校閉庁日 



お知らせとお願い  
 

【学区外通学制度について（千葉市教育委員会学事課より）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貸し出し用赤白帽子について】 

 白井小学校では、体育の授業や休み時間に遊ぶ際に、帽子を着用するきまりとなっています。赤白帽

子を忘れてしまった児童に対し、学校から赤白帽子を貸し出しています。現在、ストックがない状況が

続いています。貸し出し用の赤白帽子には限りがありますので、借りた赤白帽子を持ち帰った際は、で

きる限り早めの返却にご協力をお願いします。 

 あわせて後期に入りましたので、ご家庭で学校のきまりの再確認をお願いします。「白井っ子 よい

子のきまり」をすぐーるに添付しました。 

 

 

【給食費・学校徴収金の口座振替のお知らせ】 

１１/２５(火)は、第５期給食費（１０月分）と学校徴収金（４，５年のみ）の一括口座振替日です。 

 

学校徴収金として、引き落とされる金額は以下の通りです。 

4 年生…移動教室積立金（10,500 円） 

5 年生…修学旅行積立金（13,000 円） 

 

配付済みの「納入額決定通知書」と「学校徴収金のお知らせ」を確認のうえ、前日までに必要な金額

を登録口座にご用意ください。引き落としができない場合は、１２/１５(月)に再振替を行います。 

（学校給食費に係るお問い合わせ 市保健体育課 電話 ２４５－５９０９） 

（学校徴収金に係るお問い合わせ 白井小 教頭 電話 ２２８－０２１１） 

 

 

 

千葉市では、お住まいの区域によって入学する学校の指定を行っており、お子様は原則として教育
委員会が指定した学校に通っていただくことになっています。 
「友達がいる」、「希望する部活動がない」などの理由では学校の変更は認められませんが、「学区外

通学が認められている地域に居住している（承認地域）」、「大規模校等から変更可能校へ就学を希望す
る」など、承認事由により変更が認められる場合もあります。 

 
学区内の佐和町内、多部田町内には学区外承認地域がございますので、承認地域に該当するご家庭

は、大宮中学校へ進学先を変更することが可能です。（手続きが必要です） 
学区内の多部田町内、北谷津町内には学区外承認地域がございますので、承認地域に該当するご家

庭は、千城台南中学校へ進学先を変更することが可能です。（手続きが必要です） 
 
大規模校等の指定校や学区外通学承認地域については、下記２次元コードよりホームページで確認

していただくか、学事課までお問い合わせください。 
なお、指定校よりも通学距離が遠くなることもありますので、変更する場合は、ご家庭で十分話し

合って申請してください。 
 
 【学区外通学について】 【小中学校の情報（各区）】 

※承認地域についてはこちら 
【大規模校等（中学校）】 

【問い合わせ】 
千葉市教育委員会 学事課（学務班） 
電話 043-245-5927 
Mail gakuji.EDS@city.chiba.lg.jp 



【教育相談公開講座の開催について】 

千葉市教育センター主催の教育相談公開講座が下記のように開催されます。  

ご希望の方は、教育センターに直接お申し込みください。  

記 

日 時 令和７年11月29日（土）10:00～12:00 受付9:30～  

会 場 千葉市生涯学習センター ３階 大研修室  

講 師 親業訓練協会 シニアインストラクター 式場 敬子 氏  

演題：「思春期の子どもとの向き合い方」  

～子どもの気持ちを理解し、自分の思いが届く効果的なコミュニケーション～  

申込み方法 

【メール】（件名「公開講座申込み」本文に「参加される方の名前、住所（町名まで）、連絡先電話

番号」を記入の上、kyosyokuinkensyu@city.chiba.lg.jp まで。 

【ＦＡＸ】「参加される方の名前、住所（町名まで）、連絡先電話番号」をお書きになり、教育セン

ター（２５６－３７７８）まで。 

【はがき】「参加される方の名前、住所（町名）、連絡先電話番号」をお書きになり、教育センター

（〒263-0021 稲毛区轟町３－７－９）まで。  

※申込〆切 11╱25（火）先着順。参加の定員に達し、申込みをお断りする場合のみ連絡します。 

 


